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これまでの記述研究では、宮古島与那覇方言のアクセン ト型の区別は明瞭ではなく、「
1

型体系にごく近いJと されてきた(平山ほか 1967,崎村 2KX16)。 これに対 し本発表では、こ

の方言には明瞭に区別 される 2つの型が観察されることを報告する。発表では、この 2つ

の型の区別が特に明瞭になるのは、名詞が 3モーラ以上で、その 3拍以上の名詞の後ろに

meRdu(並′1助詞 meR十焦点標識 du)や NkeRdu(向 格助詞 Nkee+焦点標識 du)な ど、1

拍以上の助詞連続が続いた場合であることを、次のようなデータを提示 しながら報告する。

(1)3モーラ名詞に meRdu、 が後接 した場合

kuruma meRdu… (車も…
) avva meRdu " (m 6 ..')

katana meRdu .-. (E.T6...) pasaM meRdu... (*6...)
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このような音調型の違いを説明するために本稿では、Shim¨ (2009)が 伊良部島のアクセ

ン トを記述するにあたって提唱 した「フッ トJと い う概念を採用 し、与那覇方言では「3モ
ーラ」がひとつの単位 となってフットを形成 して、そのフット全体に H音調、あるいは L

音調が指定されることを提唱する。

(2)与那覇方言における音調指定
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またこの方言では、2モーラ名詞が、後続する助詞によって、たとえば次のようなアクセン

ト交替を示すが、その原因も、このフットを使用 して考察する。

・nudu、 Nduが後続 〇●▲▲  nabi nudu(鍋 が)、 nabi Ndu(鍋 に)

・nu(属格)が後続   ●●▲  nabi nu nab(鍋の中)

さらにこの方言では、2拍名詞に一部の助詞がついた場合に型の区別が見えなくなる、い

わゆるアクセン トの中和現象がみられるが、なぜ、そのような現象が起こるかについても、
3拍のフットと、それに課せられる制約によって説明を試みる。

suNna pari N kcRdu (葱畑に…)

tamama pari N keRdu (+ "'r-1y1fl1....)


